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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成23年11月4日(2011.11.4)

【公開番号】特開2010-97947(P2010-97947A)
【公開日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-271546(P2009-271546)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｃ０１Ｇ  45/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/50    １０２　
   Ｃ０１Ｇ  45/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月16日(2011.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式Ｌｉ(ＬｉxＭｇｙＡｌｚＭｎ2-x-y-z) Ｏ4（但し、０．０１≦x≦０．０８、 ０
．０２≦y≦０．０７、０．０６≦z≦０．１４）で表わされるスピネル型（Ｆｄ３－ｍ）
リチウム遷移金属酸化物であって、
ファンダメンタル法を用いたリートベルト法で測定されるＬｉ-Ｏの原子間距離が１．９
７１Å～２．００６Åであり、且つ、Ｍｎ－Ｏの原子間距離が１．９３２～１．９４８Å
であるスピネル型リチウム遷移金属酸化物。
【請求項２】
　Ｌｉ-Ｏの原子間距離が１．９７１Å～２．００４Åであることを特徴とする請求項１
記載のスピネル型リチウム遷移金属酸化物。
【請求項３】
　結晶子サイズが１７０ｎｍ～４９０ｎｍであることを特徴とする請求項１又は２に記載
のスピネル型リチウム遷移金属酸化物。
【請求項４】
　比表面積が０．３５～０．８０ｍ２/ｇであることを特徴とする請求項１～３の何れか
に記載のスピネル型リチウム遷移金属酸化物。
【請求項５】
　請求項１～４の何れかに記載のスピネル型リチウム遷移金属酸化物と、ホウ素化合物と
を含有するリチウム電池用正極活物質材料。
【請求項６】
　丸く凝集した凝集粒子を含有することを特徴とする請求項５に記載のリチウム電池用正
極活物質材料。
【請求項７】
　スピネル型リチウム遷移金属酸化物の結晶子サイズが５００ｎｍ～２０００ｎｍである
ことを特徴とする請求項５又は６に記載のリチウム電池用正極活物質材料。
【請求項８】
　請求項１～４の何れかに記載のスピネル型リチウム遷移金属酸化物、或いは、請求項５
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～７の何れかに記載のリチウム電池用正極活物質材料を正極活物質として備えたハイブリ
ッド電気自動車用のリチウム電池。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、一般式Ｌｉ(ＬｉxＭｇｙＡｌｚＭｎ2-x-y-z) Ｏ4（但し、０．０１≦x≦０
．０８、 ０．０２≦y≦０．０７、０．０６≦z≦０．１４）で表わされるスピネル型（
Ｆｄ３－ｍ）リチウム遷移金属酸化物であって、
ファンダメンタル法を用いたリートベルト法で測定されるＬｉ-Ｏの原子間距離が１．９
７１Å～２．００６Åであり、且つ、Ｍｎ－Ｏの原子間距離が１．９３２～１．９４８Å
であるスピネル型リチウム遷移金属酸化物を提案する。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
（実施例２～９・比較例１～４）
　各原料の配合量、開放面積と充填高さの比（開放面積ｃｍ２／充填高さｃｍ）および焼
成温度、（保持温度）を、表１に示すように変更した以外、実施例１と同様にしてサンプ
ルを得た。
　得られたサンプルのＩＣＰ分析による組成、Ｌｉ-Ｏ及びＭｎ-Ｏの原子間距離（「Ｌｉ
－Ｏ」「Ｍｎ－Ｏ」）、結晶子サイズ、比表面積（ＳＳＡ）、出力特性評価結果（「出力
」）および高温サイクル寿命特性評価結果（「高温サイクル」）を表２に示した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
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【表１】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】

【表２】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
【表４】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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